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12．膀胱尿管逆流シンチ直接法の検討
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堀晃　（沖縄県立中部病院・放）

　膀胱尿管逆流症（VUR）が疑われた小児7人に膀胱

尿管逆流シンチ直接法（RI－VCG）を施行した．経

フォーリーカテーテル的に99mTc－pertechnetateを膀胱

内注入と同時に背部より撮像を開始し，排尿終了ま

でデータ収集を行った．

　全例で透視下排尿膀胱管造影（VCG）と比較した．

RI－VCGでVURを認めない3人は，　VCGでもVUR

は認められず，RI－VCGでVURを認めた4人中2人

では，VCGでVURは見られなかった．

　RI－VCGは解剖学的詳細を評価するには不適で，

VURの原因となりうる解剖学的異常や奇形を除外す

るため，一度はVCGが必要である．しかし，簡便で

放射線被曝が非常に少なく，VURの有無に関して信

頼できるデータが得られた．VURの評価およびフオ

ローアップで有用な検査と思われた．

13．蛋白漏出性胃腸症に対する99・YTc・HSA・1）腹部イ

　　メージングの検討
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　目的：蛋白漏出性胃腸症に対する99mTc－HSA－D腹

部イメージングの留意点を明確にする．

　対象および方法：αドアンチトリプシンテストにて

診断された蛋白漏出性胃腸症8例および対照群9例

中6例に対し，99’nTc－HSA－D静注後腹部シンチグラ

フィを4例に頸部シンチグラフィを行い，腹部および

甲状腺へのRI集積の程度を評価検討した．

　結果：蛋白漏出性胃腸症8例中6例では，10分か

ら2時間後に消化管と思われる部にRI集積がみら

れ，経時時に集積の増加および移動を認めた．一方

対照群6例中5例に，6時間または24時間後のイ

メージで腸管と思われる部に，軽度のRIの集積が見

られた．頸部シンチグラフィを行った4例では，全例

甲状腺への集積は認めなかった．

　結語：蛋白漏出性胃腸症が疑われる症例で，99mTc－

HSA－Dシンチグラフィにて6時間以後の撮像で初め

てRI集積が見られた場合，腸管への蛋白漏出の判定

は困難であり，αrアンチトリプシンテストと併せて

診断する必要がある．

14．糖尿病患者における12JI－MIBGの肺集積の検討
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　糖尿病患者56名を対象に，i231－MIBGの肺集積の

程度と糖尿病重症度および無症候性心筋虚血との関

連について検討した．i231－MIBGを111MBq静注20

分（早期），180分（後期）後に心筋シンチを施行し，

胸部前面像にて，左上肺野，上縦隔に関心領域を設

定し，肺野／縦隔平均カウント比，肺野washout・rate

を肺集積の指標として算出した．糖尿病患者群で

は，コントロール群と比較して各指標とも有意に高

値を示したが，虚血群と非虚血群間には有意な差は

認められなかった．糖尿病患者では虚血や糖尿病の

重症度に関わりなく，1231－MIBGの肺集積およびwash

outの充進が存在することが判明し，その臨床的意義

について考察した．

15．骨シンチグラフィにて心筋転移に異常集積を認

　　めた骨肉腫の1例
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　骨肉腫の心筋転移は比較的まれと考えられるが，骨

シンチグラフィで異常集積を認めた1例を経験したの

で報告する．

　症例は17歳男性で，左大腿骨に骨肉腫を認め，手

術されたが経過中に肺転移および心筋転移をきたし

た症例である．骨シンチグラフィは99「nTc－HMDP　555

MBq静注2時間後に2検出器型ガンマカメラGCA－

90Bで前面および後面の全身撮像を行い，つぎに胸部

両側面の撮像を行った．骨シンチグラフィ上，前面

および後面像にて胸骨下部に異常集積を認めるが、

側面像では胸骨後部で骨外集積であった．CTにて心

筋に著明な石灰化病変を認め，骨シンチグラフィと

合わせ心筋転移と診断された．肺転移への集積は認
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